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項目 修正前（パブリック・コメント時点） 修正後（今回資料） 修正理由

1 計画の背景・趣旨

～今後も、働き方改革等、子育てや暮らしのあり方が多
様化していく中で、保護者がどのように子育てしたい
か、働きたいか、暮らしたいかといった、保護者の視点
に立った子育て支援がより一層重要となります。

【下から９行目】
～今後も、働き方改革等、子育てや暮らしのあり方が多
様化していく中で、子どもの最善の利益を実現するため
に、保護者がどのように子育てしたいか、働きたいか、
暮らしたいかといった、保護者の視点に立った子育て支
援施策に、積極的に取り組んでいくことがより一層重要
となります。

基本理念を実現するため
に、より積極的に取り組ん
でいくことがわかる表現に
修正した。

5 出生の状況
平成30年の出生数及び合計
特殊出生率の確定値を追記
した。

13 基本目標

～児童相談所の設置が可能になりました。このように、
子ども・子育て支援においては、学校教育・保育の提供
に留まらず、さまざまな支援が求められている中で、計
画の基本理念を実現するために、引き続き、基本目標を
以下のように設定します。

【下から10行目】
～児童相談所の設置が可能になりました。
　本区においても、子ども総合センターが中心になり、
子育ての現状等を踏まえて、様々な事情を有する家庭に
寄り添い支援を行いながら、子どもの健やかな成長と社
会的な自立を支援していきます。さらに、令和５年度を
目標に児童相談所・一時保護所を設置し、子ども総合セ
ンターの機能強化を図りながら、子どもに関わる全ての
機関と緊密な連携をして、児童虐待の撲滅に向けた取組
等をより一層進めてまいります。
このように、幼児期の教育・保育の提供に留まらず、
様々な支援が求められている中で、計画の基本理念を実
現するためには、引き続き、「子ども・子育て支援事業
計画」の基本目標に基づいて継続して事業を実施するこ
とで、更なる成果が期待できることから、「第二期子ど
も・子育て支援事業計画」においても、基本目標を継承
し、計画に定めた事業を展開していきます。

本区における取組や基本目
標の設定理由を記載し、よ
り分かりやすい表現に修正
した。

「第二期葛飾区子ども・子育て支援事業計画」修正箇所一覧表
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　　参考資料１



■取組の必要性
・核家族化の進展や労働環境の変化等により、保育需要
が多様化しています。
・在宅での子育て支援の充実、多様な子育て支援メ
ニューを必要な家庭に適切に届けるための利用者支援の
強化が求められています。

■基本目標を達成するための方向性
【多様な子育てニーズへの対応】
・働き方改革等により保護者の就労形態が多様化する中
で、子どもを卒園まで安心して預けられるよう保育施設
が不足する地域を中心に施設整備等を行うほか、時間外
保育（延長保育）や病児・病後児保育等、多様な保育需
要に対応します。
・様々なニーズを持つ保護者の希望に応じた子育て支援
施策を提供することで、子育ての形態を選択できる社会
を実現します。

21

基本目標１
※（参考）基本目
標１における新規
事業一覧

（記載なし）

各基本目標においても、本
計画からの新規事業を記載
することにより、現計画と
の違いが、より分かるよう
な構成に修正した。

取組の必要性と、基本目標
を達成するための方向性に
分け、本区における現状
と、今後の方向性について
記載するとともに、箇条書
きにすることにより、より
分かりやすい表現に修正し
た。

■取組の方向性
【多様な子育てニーズへの対応】
　核家族化の進展や労働環境の変化等により、子育ての
孤立感と負担感の増加が課題となっています。また、働
き方改革等により保護者の就労形態が多様化する中で、
子どもを卒園まで安心して預けられるよう保育施設が不
足する地域を中心に施設整備等を行うほか、時間外保育
（延長保育）や病児・病後児保育等多様な保育需要に対
応します。さらに、在宅での子育て支援の充実、多様な
子育て支援メニューを必要な家庭に適切に届けるための
利用者支援の強化が求められています。そのため、さま
ざまなニーズを持つ保護者の希望に応じた子育て支援施
策を提供することで、子育ての形態を選択できる社会を
実現します。

19 基本目標１

※（参考）基本目標１における新規事業一覧 

 「子ども・子育て支援事業計画」策定後の新たな課題への対応や地域のニーズに応えるため、

「第二期子ども・子育て支援事業計画」より、以下のとおり、新規事業として位置付けました。 

取組方針 事業番号 事業名 

（１） 13） ベビーシッター利⽤支援事業            

（１） 14） 育児休業取得に対する在園児の在園期限の延⻑                       

（３） 12） 指導検査体制の強化   

（４） ６） ⾷材料費の保護者負担軽減 
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22
１）認可保育所・
認定こども園の設
置・運営

計画開始時点の定員数が、
素案作成時の想定人数から
変更があったため、関係箇
所に必要な修正を行った。

24
７）時間外保育事
業

計画開始時点の事業を実施
する施設数が、素案作成時
の想定施設数から変更が
あったため、関係箇所に必
要な修正を行った。
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32
1）保育士等の確
保に向けた総合的
な取組

１） 保育士の確保に向けた総合的な取組

【事業概要】
私立保育施設における保育士の確保と定着を図るため、
養成校やハローワーク等と連携し就職相談会を実施する
とともに、保育士資格の取得支援や保育士の宿舎借上げ
支援等により保育士確保につなげます。

【取組の方向】
保育士資格の資格取得支援や宿舎借上げ支援事業等によ
り、保育士等の経済的負担を減らします。
また、保育士等の処遇改善も積極的に進めることで人材
の確保に努めます。

１） 保育士等の確保に向けた総合的な取組

【事業概要】
私立保育施設における保育士の確保と定着を図るため、
養成校やハローワーク等と連携し就職相談会を実施する
とともに、保育士資格の取得支援や保育士の宿舎借上げ
支援等により保育士確保の確保と定着につなげます。
また、定期長時間預かり保育を実施する区内の私立幼稚
園で働く幼稚園教諭に対して、奨学金の返済支援事業を
実施し、幼稚園教諭の人材の確保と定着についても支援
します。

【取組の方向】
保育士資格の資格取得支援や宿舎借上げ支援事業や奨学
金返済支援事業等により、保育士等の経済的負担を減ら
します。
また、保育士等の処遇改善も積極的に進めることで人材
の確保に努めます。

令和２年度当初予算の議決
が前提となるが、令和2年度
から保育士と同様に、人材
確保が困難な施設における
幼稚園教諭を対象に、奨学
金返済支援事業を行う準備
を進めているため修正し
た。
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■取組の必要性
・母子の健康や子どもの健やかな成長には、安心して妊
娠・出産・子育てできる環境づくりが求められていま
す。
・核家族化の進展や労働環境の変化等により、母親は育
児に対する負担や不安、孤立感を抱えやすい状況にあ
り、その解消が求められています。
・保護者による虐待、母親の育児ストレスによる産後う
つ等に対し、早期発見・予防・支援することが求められ
ています。
・子どもが成長していく過程で、誰もが様々な困難を有
する可能性があり、時には、子どもや家族だけでは解決
できない問題に直面することもあるため、必要な相談を
受け関係機関と連携して適切な支援を行うことが求めら
れています。

■基本目標を達成するための方向性
【切れ目のないサポートの充実】
・特定不妊治療費の助成による妊娠前の支援から、妊娠
初期の個別面接、妊婦及び乳幼児に対する健康診査、妊
娠期から悩みや不安等を相談できる環境を整えるととも
に、生後４か月までの赤ちゃんのいる家庭への全戸訪問
等、妊娠・出産・子育てに関する相談体制の充実を図っ
ていきます。
・乳幼児期は疾病に罹患しやすい時期でもあるため、感
染症や、むし歯の予防、アレルギー性疾患への対応に取
り組みます。
・妊娠期から出産、子育て期まで切れ目のないサポート
を充実することで、親と子の心身の健康の増進を支援し
ます。

39

基本目標２
※（参考）基本目
標２における新規
事業一覧

（記載なし）

各基本目標においても、本
計画からの新規事業を記載
することにより、現計画と
の違いが、より分かるよう
な構成に修正した。

基本目標２

取組の必要性と、基本目標
を達成するための方向性に
分け、本区における現状
と、今後の方向性について
記載するとともに、箇条書
きにすることにより、より
分かりやすい表現に修正し
た。

■取組の方向性
【切れ目のないサポートの充実】
　安心して妊娠・出産・子育てできる環境づくりは、母
子の健康、とりわけ子どもの健やかな成長にとって極め
て重要です。
　核家族化の進展や労働環境の変化等により、母親は育
児に対する負担や不安、孤立感を抱えやすい状況にあり
ます。
保護者による虐待、母親の育児ストレスによる産後うつ
等に対し、早期発見・予防・支援することが重要です。
特定不妊治療費の助成による妊娠前の支援から、妊娠初
期の個別面接、妊婦及び乳幼児に対する健康診査、妊娠
期から悩みや不安等を相談できる環境を整えるととも
に、生後４か月までの赤ちゃんのいる家庭への全戸訪問
等、妊娠・出産・子育てに関する相談体制の充実を図っ
ていきます。さらに、さまざまな悩みを持つ本人や家族
等を対象とした相談窓口において、ひきこもりや人間関
係・仕事・孤独・将来への不安等の相談を受け、関係機
関と連携して適切な支援を行います。
また、乳幼児期は疾病に罹患しやすい時期でもあるた
め、感染症や、むし歯の予防、アレルギー性疾患への対
応にも取り組んでいきます。
　妊娠期から出産、子育て期まで切れ目のないサポート
を充実することで、親と子の心身の健康の増進を支援し
ていきます。

38
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■取組の必要性
・「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）憲
章」では、国民一人一人がやりがいや充実感を感じなが
ら働き、仕事上の責任を果たすとともに、家庭や地域生
活等においても、子育て期、中高年期といった人生の各
段階に応じて多様な生き方が選択・実現できる社会を目
指しています。
・こうした社会の実現には、教育・保育・子育て支援
サービスの量的拡大を図る一方で、働き方を見直すため
の意識改革を社会全体で取り組んでいくことが求められ
ています。
・母子の健康や子どもの健やかな成長には、安心して妊
娠・出産・子育てできる環境づくりが求められていま
す。

■基本目標を達成するための方向性
【仕事と生活の調和の実現】
・充実した豊かな暮らしを支えるために、企業による
ワーク・ライフ・バランスへの取組に対する情報提供等
による支援や男性の家事・育児参画促進に向けた意識啓
発等に引き続き取り組みます。
・区内最大規模の事業所である「葛飾区役所」では、特
定事業主行動計画として「葛飾区職員仕事・子育て活き
いき計画」を策定し、「仕事と生活の調和」を引き続き
推進します。

50 基本目標３

■取組の方向性
【仕事と生活の調和の実現】
「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）憲
章」には、国民一人ひとりがやりがいや充実感を感じな
がら働き、仕事上の責任を果たすとともに、家庭や地域
生活等においても、子育て期、中高年期といった人生の
各段階に応じて多様な生き方が選択・実現できる社会を
目指すとしています。
こうした社会の実現には、教育・保育・子育て支援サー
ビスの量的拡大を図る一方で、働き方を見直すための意
識改革を社会全体で取り組んでいく必要があります。安
心して妊娠・出産・子育てできる環境づくりは、母子の
健康、とりわけ子どもの健やかな成長にとって極めて重
要です。
本区では、充実した豊かな暮らしを支えるために、企業
によるワーク・ライフ・バランスへの取組に対する情報
提供等による支援や男性の家事・育児参画促進に向けた
意識啓発等に引き続き取り組んでいきます。
また、区内最大規模の事業所である「葛飾区役所」で
は、特定事業主行動計画として「葛飾区職員仕事・子育
て活きいき計画」を策定し、「仕事と生活の調和」を引
き続き、推進していきます。

取組の必要性と、基本目標
を達成するための方向性に
分け、本区における現状
と、今後の方向性について
記載するとともに、箇条書
きにすることにより、より
分かりやすい表現に修正し
た。
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■取組の必要性
・子育て家庭が安心して外出し、のびのびと活動できる
環境を整備することが求められています。
・子どもを狙った犯罪が後を絶たない状況であることか
ら、事故や犯罪から未然に子どもたちを守る取組が求め
られています。
・様々な事情を有する子どもが、家庭や学校以外でも安
心して過ごすことのできる場を提供し、健やかな成長と
社会的な自立を支援することが求められています。

■基本目標を達成するための方向性
【安全・安心が保たれるまちづくり】
・公共施設でのおむつ替えや授乳ができるスペースの増
設や安全で快適な歩道の整備、乳幼児に配慮した公園づ
くり等、子どもや子育てに配慮した生活環境の整備を行
います。
・安全・安心情報メールを活用して区内の犯罪情報等を
いち早く届けるとともに、学校や自治町会、警察等と連
携し、事故や犯罪から未然に子どもたちを守る取組を強
化します。
・子どもの安全・安心が保たれ、子育て家庭にやさしく
住みよい環境をつくるために、区・保護者・地域が協働
でまちづくりを進めていきます。
【様々な事情を有する子どもの居場所づくりと支援】
・子育て支援の拠点施設である子ども未来プラザ等で、
子どもの置かれた状況を把握し寄り添いながら、子ども
の自己肯定感を高められるような支援を推進していきま
す。

55

基本目標４
※（参考）基本目
標４における新規
事業一覧

（記載なし）

各基本目標においても、本
計画からの新規事業を記載
することにより、現計画と
の違いが、より分かるよう
な構成に修正した。

基本目標４

取組の必要性と、基本目標
を達成するための方向性に
分け、本区における現状
と、今後の方向性について
記載するとともに、箇条書
きにすることにより、より
分かりやすい表現に修正し
た。

■取組の方向性
【安全・安心が保たれるまちづくり】
　子育て家庭が安心して外出し、のびのびと活動できる
環境づくりを推進することは、子どもの育成にとって重
要な視点です。公共施設でのおむつ替えや授乳ができる
スペースの増設や安全で快適な歩道の整備、乳幼児に配
慮した公園づくり等、子どもや子育てに配慮した生活環
境の整備を行っていきます。加えて、さまざまな事情を
有する子どもが家庭や学校以外でも安心して過ごすこと
ができる場を提供し、健やかな成長と社会的な自立を支
援していきます。
　また、子育て中の親にとって、子どもを狙った犯罪が
後を絶たない状況であることが大きな不安要因のひとつ
となっています。安全・安心情報メールを活用して区内
の犯罪情報等をいち早く届けるとともに、学校や自治町
会、警察等と連携し、事故や犯罪から未然に子どもたち
を守る取組を強化していきます。
　これからも、子どもの安全・安心が保たれ、子育て家
庭にやさしく住みよい環境をつくるために、区・保護
者・地域が協働でまちづくりを進めていきます。

54
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■取組の必要性
・子どもの成長は、乳幼児期から学齢期まで常に連続し
ており、家庭から幼稚園や保育所等、さらに学校教育ま
でを見据え、発達段階に応じた円滑な接続を図ることが
求められております。
・国際化の進展に伴い、外国籍の子どもが増加してお
り、その支援が求められております。
・学齢期にある子どもは、基本的な生活習慣や社会的な
マナーを身に付ける時期であり、子ども自身の成長のた
めに、身近な地域の人々や異年齢の子どもたちと交流す
る機会や場を提供することが求められています。
・社会生活を営む上で、様々な困難や事情を有する子ど
もの自立と健やかな育成を図ることが求められていま
す。

■基本目標を達成するための方向性
【子どもの確かな学力・体力向上】
・学校では、知・徳・体の調和のとれた「生きる力」を
育む、質の高い学校教育を推進するため、主体的に学習
に取り組み、「わかる喜び」や「学ぶ楽しさ」が実感で
きるよう、授業の充実を図るとともに、基礎的・基本的
な知識・技能の確実な習得を目指し、取組を進めていき
ます。
・外国籍の子どもに対して学習理解や日本の生活習慣の
習得ができるよう支援していきます。

【地域による子どもの育ち支援】
・学校やＰＴＡをはじめとした地域の人々の力を結集し
て、青少年の健全育成や放課後の居場所づくりに取り組
むとともに、地域資源を活用した部活動の推進や職場体
験、スポーツや読書に慣れ親しむ取組を進めていきま
す。
・様々な困難や事情を有する子どもの支援を行う地域活
動団体に対する活動を支援します。
・学校・家庭・地域が連携・協働で地域社会の中で子ど
もの成長を支えていきます。

60 基本目標５

■取組の方向性
【子どもの確かな学力・体力向上】
　子どもの成長は、乳幼児期から学齢期まで常に連続し
ています。家庭から幼稚園や保育所等、さらに学校教育
までを見据え、発達段階に応じた円滑な接続を図る必要
があります。
　学校においては、知・徳・体の調和のとれた「生きる
力」を育む、質の高い学校教育を推進するため、主体的
に学習に取り組み、「わかる喜び」や「学ぶ楽しさ」が
実感できるよう、授業の充実を図るとともに、基礎的・
基本的な知識・技能の確実な習得を目指し、取組を進め
ていきます。また、近年急増している外国籍の子どもに
対しても学習理解や日本の生活習慣の習得ができるよ
う、支援していきます。

【地域による子どもの育ち支援】
　学齢期にある子どもにおいては、基本的な生活習慣や
社会的なマナーを身に付ける時期であり、子ども自身の
成長のために、身近な地域の人々や異年齢の子どもたち
と交流する機会や場を提供することが重要です。
　学校やＰＴＡをはじめとした地域の人々の力を結集し
て、青少年の健全育成や放課後の居場所づくりに取り組
むとともに、地域資源を活用した部活動の推進や職場体
験、スポーツや読書に慣れ親しむ取組を進めていきま
す。
　こうした取組により、学校・家庭・地域が連携・協働
で地域社会の中で子どもの成長を支えていきます。

取組の必要性と、基本目標
を達成するための方向性に
分け、本区における現状
と、今後の方向性について
記載するとともに、箇条書
きにすることにより、より
分かりやすい表現に修正し
た。

8



62

基本目標５
※（参考）基本目
標５における新規
事業一覧

（記載なし）

各基本目標においても、本
計画からの新規事業を記載
することにより、現計画と
の違いが、より分かるよう
な構成に修正した。

■取組の必要性
・すべての子どもは、いかなる状況にあっても、等しく
尊重され、健やかな育ちを保障する必要があります。
・虐待につながりやすいハイリスクな要因がある家庭の
早期発見や早期支援等の保護者支援の充実等、ライフス
テージに合わせた切れ目のない支援体制を構築すること
が求められています。
・障害のある子どもも、ない子どもも、ともに個性が認
められ、地域の中でいきいきと暮らせることが求められ
ています。
・ひとり親家庭が抱える経済的・精神的な困難に対する
支援が求められています。また、ひとり親家庭では、悩
みを相談する相手が身近にいない、ひとりで生計を担う
ことへの不安、病気時に看護する人がいない等、日常生
活において様々な悩みを抱えており、その解消が求めら
れています。

■基本目標を達成するための方向性
【必要な支援が適切に届くような体制整備】
・児童虐待は、子どもの成長及び人格形成に重大な影響
を及ぼすだけでなく、最悪の場合、命を奪われる例もあ
ります。虐待の発生予防、早期発見・早期対応のため、
妊娠期から相談できる体制を整えるほか、健康診査や乳
児への全戸訪問の機会を適切にとらえて早期発見に努め
るとともに、要保護児童対策地域協議会の取組を強化
し、関係機関の連携・情報共有を図っていきます。
・発達に課題のある子どもを早期発見・早期支援につな
げるとともに、児童発達支援センターへの通所や幼稚
園・保育所への訪問を通じて支援に取り組んでいきま
す。
・自立を目指す全てのひとり親に対して日常生活へのサ
ポートや経済的支援、就労相談や資格取得支援等、ひと
り親家庭への総合的な自立支援を図っていきます。
・一人一人の特性が尊重され、支援を必要としている子
どもや子育て家庭に必要な支援が適切に届くよう、行政
や地域とつながる体制を整備していきます。

■取組の方向性
【必要な支援が適切に届くような体制整備】
　すべての子どもは、いかなる状況にあっても、等しく
尊重され、健やかな育ちが保障されなければなりませ
ん。
　児童虐待は、子どもの成長及び人格形成に重大な影響
を及ぼすだけでなく、最悪の場合、命を奪われる例もあ
ります。虐待の発生予防、早期発見・早期対応のため、
妊娠期から相談できる体制を整えるほか、健康診査や乳
児への全戸訪問の機会を適切にとらえて早期発見に努め
るとともに、要保護児童対策地域協議会の取組を強化
し、関係機関の連携・情報共有を図っていきます。
　また、障害のある子どもも、ない子どもも、ともに個
性が認められ、地域の中でいきいきと暮らせることが重
要です。発達に課題のある子どもを早期発見・早期支援
につなげるとともに、児童発達支援センターへの通所や
幼稚園・保育所への訪問を通じて支援に取り組んでいき
ます。
　さらに、ひとり親家庭が抱える経済的・精神的な困難
に対する支援も欠かせません。ひとり親家庭では、悩み
を相談する相手が身近にいない、ひとりで生計を担うこ
とへの不安、病気時に看護する人がいない等、日常生活
においてさまざまな悩みを抱えています。自立を目指す
すべてのひとり親に対して日常生活へのサポートや経済
的支援、就労相談や資格取得支援等、ひとり親家庭への
総合的な自立支援を図っていきます。
　このように、一人ひとりの特性が尊重され、支援を必
要としている子どもや子育て家庭に必要な支援が適切に
届くよう、行政や地域とつながる体制を整備していきま
す。

取組の必要性と、基本目標
を達成するための方向性に
分け、本区における現状
と、今後の方向性について
記載するとともに、箇条書
きにすることにより、より
分かりやすい表現に修正し
た。

75 基本目標６

9



76

基本目標６
※（参考）基本目
標６における新規
事業一覧

（記載なし）

各基本目標においても、本
計画からの新規事業を記載
することにより、現計画と
の違いが、より分かるよう
な構成に修正した。

89
（２）教育・保育
の確保方策の概要

計画開始時点の定員数が、
素案作成時の想定人数から
変更があったため、関係箇
所に必要な修正を行った。

10



計画開始時点において、定
員数が素案作成時の想定人
数から変更、及び新制度に
移行する幼稚園の増加や幼
稚園の認定こども園の移行
による確保方策の内訳変更
があったため、関係箇所に
必要な修正を行った。

（３）教育・保育
の量の見込みと確
保方策【区全域】

90
～91

11



計画開始時点における新制
度に移行する幼稚園の増
加、及び幼稚園の認定こど
も園の移行による確保方策
の内訳変更があったため、
関係箇所に必要な修正を
行った。

92
～93

（４）教育利用に
係る量の見込みと
確保方策

12



計画開始時点の定員数が、
素案作成時の想定人数から
変更があったため、関係箇
所に必要な修正を行った。

（５）保育利用に
係る量の見込みと
確保方策
②西部地域

96
～97

13



計画開始時点の定員数が、
素案作成時の想定人数から
変更があったため、関係箇
所に必要な修正を行った。

98
～99

（５）保育利用に
係る量の見込みと
確保方策
③南部地域

14



102

４．地域子ども・
子育て支援事業の
量の見込み及び確
保方策
（１）地域子ど
も・子育て支援事
業の確保方策の概
要

計画開始時点の時間外保育
事業実施施設数が、素案作
成時の想定施設数から変更
があったため、関係箇所に
必要な修正を行った。
また、令和２年度当初予算
の議決が前提となるが、妊
婦健康診査事業における超
音波検査回数について、令
和２年度から１回から２回
になるため修正した。

15



計画開始時点の時間外保育
事業実施施設数が、素案作
成時の想定施設数から変更
があったため、関係箇所に
必要な修正を行った。

103

４．地域子ども・
子育て支援事業の
量の見込み及び確
保方策
（２）地域子ど
も・子育て支援事
業の需給計画(量
の見込みと確保方
策)

16



104

４．地域子ども・
子育て支援事業の
量の見込み及び確
保方策
（２）地域子ど
も・子育て支援事
業の需給計画(量
の見込みと確保方
策)

令和２年度当初予算の議決
が前提となるが、妊婦健康
診査事業における超音波検
査回数について、令和２年
度から１回から２回になる
ため修正した。
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108
第６章　計画の推
進体制
５．その他

　本計画は、葛飾区基本計画における「重要プロジェク
ト」や「基本目標別計画」等の全庁の取組を踏まえて推
進していきます。

　本計画は、葛飾区基本計画における「重要プロジェク
ト」や「基本目標別計画」等の全庁の取組や、「（仮
称）第三期葛飾区子ども・子育て支援事業計画」との一
体化を検討している「葛飾区子ども・若者計画」におけ
る、計画の基本的な方向性等を踏まえて推進していきま
す。

「葛飾区子ども・若者計
画」との連携について、分
かりやすい表現に修正し
た。

111

参考資料
１．計画の策定経
過
＜議会報告＞

記載なし 策定経過を更新した。

112

参考資料
１．計画の策定経
過
＜パブリック・コ
メント＞

記載なし
パブリック・コメントの結
果を記載した。
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